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５
月
９
日
、
肝
属
中
央
家
畜
市
場
に
て
「
第
45
回
肝

属
春
季
畜
産
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

畜
産
農
家
が
日
々
の
努
力
の
成
果
を
競
い
合
い
、
熱
気

あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

若
雌
２
部
を
制
し
た
南
大
隅
町
根
占
の
上
之
原
智
さ

ん
の
出
品
牛「
し
ら
き
こ
は
ま
17
」号
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

上
之
原
さ
ん
は
「
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば

れ
て
嬉
し
い
。
秋
の
共
進
会
に
向
け
て
ま
た
頑
張
り
た

い
」
と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、
管
内
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
59
頭

を
３
部
門
で
審
査
。
審
査
員
の
和
牛
登
録
協
会
県
支
部

の
草
野
副
支
部
長
よ
り
「
全
体
的
に
体
積
が
優
れ
た
牛

が
散
見
さ
れ
た
。
今
日
が
終
わ
り
で
は
な
く
、
秋
の
共

進
会
に
向
け
て
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
欲
し
い
」

と
講
評
が
あ
っ
た
。

【若雌１部】
　一席は東串良町の川路博人さん。出品牛「ゆりはなの２の２」号
は自己保留牛で、12 月頃から共進会を目指し、毎日２～４時間か
けて繋牧を行ってきたそうです。過去にも県の共進会や鹿児島県全
国和牛能力共進会にも出品経験があり、今回は「一席をとりたい！」
という思いで臨みました。今後は秋の共進会、若雌２部への出品を
目指し、ＪＡ指導員と連携しながら管理を徹底し、県の共進会出品
を目標に掲げています。

【若雌２部】
　一席は南大隅町根占の上之原智さん。出品牛「しらきこはま 17」
号は、子牛セリ市出品時から共進会出品を目指してきた牛で、郡の
保留牛にも選ばれました。毎日２～３時間の繋牧を行い、系統的に
丸く短い体型を持つ傾向を踏まえ、長く整った体型になるようエサ
にも工夫を凝らしました。役場職員を早期退職して就農３年目、義
理の父の牛舎を継いで初めての共進会出品となりました。「賞が取
れたら嬉しい、楽しんでやろう」との思いで挑み、見事グランドチャ
ンピオン賞にも選ばれました。今後もＪＡ指導員や義母をはじめ家
族の支えを受けながら、秋の共進会を目指します。

【若雌３部】
　一席は肝付町高山の鳥丸美知也さん。出品牛「うめさめ」号は導
入牛で、地区の共進会ではグランドチャンピオンに輝いた実力牛で
す。毎日２時間の繋牧と、欠かさず行うブラッシングによって、そ
の実力を最大限に引き出しました。元ＪＡ指導員という経歴を持ち、
「一番になれて嬉しい。成長によって体型が変わるので、栄養バラ
ンスに気を配ってエサを与えてきた。ＪＡの巡回指導にも感謝して
いる」と語りました。

１席を獲得された出品者の紹介

きもつきNEWS
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茶
美
豚
の
炭
火
焼
き
販
売
や
Ａ
５
ラ
ン
ク

鹿
児
島
黒
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
試
食

会
を
開
催
し
、
店
内
外
と
も
に
大
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」「
今
日
は

こ
の
為
に
遠
く
か
ら
足
を
運
び
ま
し
た
」

と
嬉
し
い
声
が
き
け
ま
し
た
。

直
売
所
課
広
報
委
員　

若
林
太
一

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
８
日
・
９
日
、

東
串
良
畜
産
指
導
セ
ン
タ
ー
に
て
農
業
機

械
の
大
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

季
で
40
回
を
迎
え
た
展
示
会
は
、
県
経
済

連
と
各
Ｊ
Ａ
が
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
に
は
２
日
間
で
１
，
０
０
０
人
を
超

え
る
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
大
型
の
ト
ラ
ク
タ

か
ら
家
庭
菜
園
用
の
農
具
、
ド
ロ
ー
ン
な

　

４
月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
、
Ｊ
Ａ
の

農
畜
産
物
直
売
所「
ど
っ
菜
市
場
」の
オ
ー

プ
ン
５
周
年
を
記
念
し
て
「
春
の
ど
っ
菜

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
オ
ー

プ
ン
前
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
買
い
物

や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
新
茶
の
試
飲
振
舞
や
農
畜

産
物
等
が
当
た
る
抽
選
会
を
開
催
。「
Ｌ

Ｕ
Ａ
Ｎ
Ａ　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
で
は
管
内
の
イ

チ
ゴ
を
使
っ
た
限
定
パ
フ
ェ
販
売
や
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
「
彩
食
豊
美
」
で
は
鹿
児
島

黒
牛
１
０
０
％
を
使
っ
た
メ
ン
チ
カ
ツ
定

食
を
販
売
し
、
多
く
の
来
場
者
が
買
い
求

め
ま
し
た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、

　

４
月
13
日
、
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協
本

所
で
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

事
業
進
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
役
職
員

約
１
５
０
人
が
出
席
し
、
両
常
務
よ
り
令

和
７
年
度
の
事
業
説
明
を
受
け
、
事
業
計

画
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の

迫
田
さ
お
り
氏
に
よ
る
講
演
も
あ
り
、
現

役
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
経
験
を
交
え
た

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
野
正
治
組
合
長
は
「
７
年
度
も
皆
で

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
話
し
、

式
の
終
わ
り
に
新
採
用
の
３
人
に
よ
る
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

出
品
者
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱
と
工
夫
、
そ

し
て
家
族
や
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
が
光
る
共
進

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に
も
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

以
下
、
成
績
で
す
。（
敬
省
略
）

【
若
雌
１
部
】

▽
１
席
＝
川
路
博
人
（
東
串
良
町
）

▽
２
席
＝
出
水
貞
幸
（
串
良
町
）

▽
３
席
＝
山
下
の
り
子
（
鹿
屋
市
）

【
若
雌
２
部
】

▽
１
席
＝
上
之
原
智
（
南
大
隅
町
根
占
）

▽
２
席
＝
青
木
春
佑
（
串
良
町
）

▽
３
席
＝
村
商
株
式
会
社（
肝
付
町
高
山
）

【
若
雌
３
部
】

▽
１
席
＝
鳥
丸
美
知
也
（
肝
付
町
高
山
）

▽
２
席
＝（
有
）花
瀬
農
園（
錦
江
町
田
代
）

▽
３
席
＝
上
別
府
実
（
串
良
町
）

【
団
体
賞
】
錦
江
町
田
代
地
区
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ど
の
ス
マ
ー
ト
農
業
ま
で
幅
広
い
展
示
が

あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
組
合
員
は
「
い
つ
も
展

示
会
に
は
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
会
場
に
は

見
た
い
も
の
が
揃
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
良

い
。中
古
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
も
嬉
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
、
東
串
良
町
園
芸
振
興
会
は
、

地
元
の
子
供
た
ち
に
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン

ド
」産
地
指
定
を
受
け
る「
東
串
良
の
ピ
ー

マ
ン
」「
東
串
良
の
き
ゅ
う
り
」
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
東
串
良
町
役
場
で
「
学

校
給
食
用
ピ
ー
マ
ン
・
き
ゅ
う
り
贈
呈
式
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
同
振
興
会
の
永
野
敏
郎
会

長
が
、
ピ
ー
マ
ン
・
き
ゅ
う
り
を
宮
原
順

　

４
月
19
日
、
鹿
児
島
市
の
お
い
ど
ん
市

場
与
次
郎
館
で
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
特
設
ブ
ー
ス
で
は
、
な
ん
ぐ
う

地
区
の
春
バ
レ
イ
シ
ョ
を
用
い
た
詰
め
放

題
や
東
串
良
地
区
の
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
の
特
産
物
を
販
売
し
た
他
、
新
茶

や
茶
美
豚
の
コ
ロ
コ
ロ
焼
き
、
大
人
気
の

辺
塚
だ
い
だ
い
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
販
売
し

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
先
着

で
た
ま
ご
６
個
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え

る
こ
と
も
あ
り
、
販
売
開
始
前
に
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
の
来
場
者
は
「
炭
火
焼
き
の

匂
い
に
つ
ら
れ
て
き
た
」「
東
串
良
の
ピ
ー

マ
ン
は
美
味
し
い
。
い
つ
も
買
っ
て
食
べ

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

町
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

振
興
会
の
永
野
会
長
は
「
子
供
た
ち
に

地
元
の
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い
。

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
美
味
し
さ
を
子
供
た
ち

に
伝
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

宮
原
町
長
は
「
子
供
た
ち
に
は
ブ
ラ
ン

ド
野
菜
の
味
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
今
後
も
ピ
ー
マ
ン
、
き
ゅ
う
り
の
普

及
と
推
進
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
ピ
ー
マ
ン
32
㎏
、
き
ゅ
う

り
50
㎏
は
同
町
内
の
学
校
給
食
の
５
月
の

献
立
に
登
場
し
ま
す
。

　

東
串
良
町
園
芸
振
興
会
き
ゅ
う
り
部
会

は
４
月
15
日
、
春
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
に
向
け

て
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
東
串
良
選
果
場
で

目
揃
え
会
を
開
き
、生
産
者
や
、Ｊ
Ａ
、行
政
、

市
場
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
の
キ
ュ
ウ
リ
は
壊
疽
病
の
蔓

延
に
よ
り
収
穫
量
が
減
少
し
た
為
、
二
期

作
目
の
植
替
え
を
す
る
圃
場
も
あ
り
ま
し

た
。
壊
疽
病
は
、
虫
の
媒
介
に
よ
り
そ
の
ウ

イ
ル
ス
が
蔓
延
し
ま
す
。
今
後
の
管
理
作

業
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
と
「
ハ
ウ
ス

の
入
り
口
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
の
病
害
虫

対
策
が
必
要
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
き
ゅ
う
り
部
の
西
靏
修
一
部
長

は
「
壊
疽
病
が
多
く
出
荷
量
が
減
少
し
て

し
ま
っ
た
が
、
二
期
作
へ
の
期
待
が
大
き
い
。

今
後
も
体
調
管
理
を
し
て
一
本
で
も
多
く
出

荷
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
生
産
者
ら
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
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「ひと・いえ・くるま」の総合保障で、
皆さまを一生涯サポートします。

末吉　雄一
（鹿　屋）

榎原　里佳
（大姶良）

加治屋　哲也
（串　良）

宮下　智弥
（東　部）

天辰　賢聖
（内之浦）

中本　祐子
（佐　多）

田中　仁司
（垂　水）

城ケ﨑　沙織
（東串良）

市來　由紀
（田　代）

清水　裕輔
（鹿　屋）

篠原　さゆり
（東　部）

小山　浩文
（串　良）

川越　和成
（大根占）

榎原　浩樹
（高　山）

有馬　拓見
（垂　水）

西原　竜一
（東串良）

永山　拓也
（大姶良）

加治屋　美咲
（鹿　屋）

外園　康純
（鹿　屋）

川畑　和輝
（大姶良）
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
１ 

― 

４
７
４
６
ま
で

　

５
月
21
日
、
根
占
支
所
に
て
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
じ
お
花
で
も
生
け
る
人
に
よ
っ
て
少

し
印
象
の
違
う
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
角

度
や
バ
ラ
ン
ス
を
み
な
が
ら
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
生
け
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
、
素

敵
な
作
品
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
２
か
月
に
１
回
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
は
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
」「
き
れ
い
な
の
が
で
き
た
」

と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
５
月
、
古

江
・
古
里
・
浜
田
の
３
地
区
で
「
お
じ
ゃ

ん
せ
」（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

古
江
地
区
で
は
団
扇
を
使
っ
た
遊
び
の

他
、
お
に
ぎ
り
（
絵
）
を
使
っ
た
絵
合
わ

せ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
の

裏
に
は
梅
干
し
、
た
ら
こ
な
ど
11
種
類

の
具
材
が
描
か
れ
て
い
て
、
参
加
者
は

絵
を
め
く
り
な
が
ら
「
梅
干
し
、
さ
っ
き

あ
っ
た
よ
ね
」「
こ
れ
か
も
！
？
」「
違
っ

た
ー
！
」
な
ど
、
笑
い
と
共
に
と
て
も
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
昼
食
は
鶏
肉
を

使
っ
た
カ
レ
ー
で
、「
美
味
し
い
。
家
で
は

作
ら
な
い
か
ら
嬉
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

古江地区 根占支部

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉

　５月子牛せり市に
ついては、来年度未出
荷の素牛を導入する
動きに落ち着きが見
えたため、平均価格
648,297 円（税込）、
前月比▲ 19,206 円の
相場となりました。
　今月より梅雨入り
が確認されておりま
す。作業中の事故には
十分に気を付けなが
ら、日々の飼養管理
に取り組んでいきま
しょう。

５月分 畜産情報
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実 施 ⽇ 会   場 予約期間

７/ ２（⽔）･３（⽊） ⿅屋市保健相談センター ５/26〜 
  ６/６

７/ ４（⾦） 細⼭⽥分館 ５/28〜 
  ６/10

７/ ５（⼟）〜７（⽉） 串良ふれあいセンター ５/28〜 
  ６/10

実施する健診等 健康診査、肺がん、胃がん、⼤腸がん、
腹部超⾳波、前⽴腺がん、⾻粗しょう症

受付時間
① 7︓00 ② 7︓30 ③ 8︓00
④ 8︓30 ⑤ 9︓00 ⑥ 9︓30
⑦ 10︓00 ⑧ 10︓30

定員
各時間 /24 名程度
※ 全ての健診等を受けた場合でも 40 分程

度で終了予定です。
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

記事の感想・今月の川柳

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想・今月の川柳
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
①　 漢字では紫陽花と書く花
④　 肌にできないように日焼け
止めを塗りました

⑥　 剣道の試合のとき頭につけ
ます

⑦　 植物を分厚い本にはさんで
作ることも

⑨　 １年を基準としたときの
３ヵ月

⑪　 in と表記する長さの単位
⑫　 神棚に供える植物
⑭　 サイン、＿＿、タンジェン
ト

⑯　 海の宝石とも呼ばれる生き
物

⑱　 ＿＿に交われば赤くなる
⑳　 ６月 10 日は＿＿の記念日で
す

㉑　 じょうろやホースでおこな
います

ヨコのカギ
①　 ６～７月はしとしとと降る
日が多い

②　 あの部長は＿＿掌握術に優
れている

③　 化学式ではＨ˖やOH˗など
と表します

④　 「桃太郎」でおじいさんが刈
りにいったもの

⑤　 旧暦６月の異称
⑧　 赤、青、黄、鮮やかな＿＿
の花々が咲いている

⑩　 渋谷駅前の待ち合わせ場所
として有名な忠犬＿＿像

⑪　 長女から見た次女や三女
⑬　 父の日に＿＿をこめてプレ
ゼントを送った

⑮　 生の魚貝などを薄く切った
料理

⑰　 木の根と枝のあいだ
⑲　 オニ、テッポウなどの種類
がある花

クロスワードパズルの答え（2025 年６月号）

解 答

85円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

　今月のお便り紹介はお休みです。７月号からはみなさんが
ご参加できる新コーナーを考えてみました！

その名も… ！
　毎月テーマを発信しますので素敵な一句やクスっと笑える
一句を自由に表現して送ってくださいね！クロスワードの解答
と一緒に送ってください☆抽選でプレゼントが当たるかも⁉

　あなたの一句、お待ちしています！お便りもお待ちしてお
ります！

ホ タ ル イ カ エ

タ イ ラ リ ー

ク ミ ス タ ン プ

ウ リ ー チ リ

キ ジ ユ ツ マ ル

イ コ ウ ホ ウ

レ ハ ル ヤ ス ミ

今月のテーマは

（例：父ありがとう　その割には　プレゼントなし）などなど（例：父ありがとう　その割には　プレゼントなし）などなど
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

85円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

　今月号から書体を変更しました。文字は大きく
できませんが、すごく読みやすくなったのではな
いでしょうか(^O^)
　今後も本誌に関するご意見ご要望がございまし
たらお聞かせください。さてさて、話はかわりま
すが、早い梅雨入りに皆さん驚かれたことと思い
ます。じめじめと薄暗い日が続きますが気分はカ
ラッと過ごせるように工夫してお過ごしくださ
い。ちなみに私は新しい傘を買ってみました～
(*^^*)

　

共
進
会
の
様
子
で
す
。

❶

❷ ❶

❶

１． 第32回総代会提出議案について
２． 業務分掌の一部変更について
３． 令和７年度余裕金運用方針について
４． その他

　４月 22日に第２回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。
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